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政策、そして、対非国家主体政策の 4 つの戦略・政策を理解する必要がある。この 4 つの
































































































CTBT を批准することで、他の未だ CTBT を批准していない国家にも大きく影響を与え、
早期発効につながることをオバマ政権は国民、議会に説明し、判断を仰ぐということをし
なくてはならない。アメリカが CTBT を批准しなければ、北朝鮮やイランなどの不信感
を煽り、いずれは国際社会の安全保障上の脅威となることからも、この批准は重要である。
CTBT と同様に、交渉がされているカットオフ条約に関しても議論を進めることを米政権
は世界にアピールしなければならない。 
